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利彦の楕嘗   

食品の安全を確保していくためには、食品関係営業者が自主的な衛生管理に努め、消費者の皆  

さんにより安全性の高い食品を提供していくことが重要で、不可欠なものとなっています。  

北海道では、食品関係営業者（下記の対象施設に係る営業者をいいます。）の自主衛生管理をよ  

り一層推進し、道産食品の安全性確保と信頼性向上を図るため、「北海道HACCP自主衛生管理認  

証制度」を創設しました。‾  

この制度は、食品関係営業者の皆さんが自ら行っている食品の衛生管理について、申請に基づ  

き、北海道が独自に定めた基準を満たしているか審査の上、認証するものです。  

認証に際して行われる衛生管理方法の実地調査は、北海道に登録された民間の衛生コンサルタ  

ント会社等（「登録評価機関」といいます。）が行い、審査は、有識者等で構成する認証審査会が  

行います。  

北海道では、認証を受けた施設を広く道民の皆さんに公表することとしています。  

対象   

○食品を製造、加工している施設   

○スーパーマーケットなどのいわゆるバックヤード部門を存する施設  

＊食品衛生法等に基づく許可を要する施設に限りません。  

＊札幌市に所在する施設は対象外となります。  

特徴   

OHACCp（ハサップ：危害分析重要管理点方式）の手法を取り入れた衛生管理を確実に行って  

いることを認証するものです。  

○北海道が独自に作成した「HACCPに基づく衛生管理導入の評価調書」を使用L／、施設の状態   

や管理運営の方法を143項目（バックヤード部門は250項自）にわたって評価します。  

食品関係営業者が自己採点したあと、同じ調書を使用し第三者機関である民間の衛生コンサ  

ルタント会社等が評価するので、一般的な衛生管理上で改善を要する点やHACCPによる衛  

生管理を実践していくに当たって必要となる事項を客観的・具体的に把握することができま  

す。  

○認証を受けた衛生管理方法により製造・加工された食品には、認証マークを表示することが   

できるので、自社の衛生管理の取り組みを消手書などにアピールすることができます。  

（マークについては現在作製中）   



北海道HACCP自主衛生管理認証制虔の概  

剛  

ま HACCP推進ネットワーク  

（評価段階7以上  

②評価の実施（評  

【ネットワーク会議】  

認証制度に係る協議・検討を行う  

・制度の運営に関すること  

・評価調癌の作成等  

・HACCP導入及び認証制度の   

普及替矧こ関すること 等   

道HPに掲載（公表）  

・喜怒正審査会事務局  

・登録評価機関  

・認証された食品関   

係営業者等   

自主管理の  

耳文系且み  

【協賛サポート企業等】  

HACCP推進に協力する企業で  

認証制度に賛同したもの  

HACCP認証を目指した申請  自主管理改善の取糸且みによる  衛生（検査，資材，設計等）、  

情幸院乱融資相談、朝光等  



認証制唐導入にょる〆り1γト  

○食品関係営業者等の皆さんにとって  

・製造、加工施設の衛生水準が向上するので、食中毒など食品事故の発生リスクを低減させる   

ことができます。  

・万一、食品事故などのトラブルが発生しても、その原因究明や改善を容易にすることができ   

ます。  

・第三者である登録評価機関や認証審査会による客観的な評価、認証のため、社会的な信頼が   

得られます。  

・従業員の衛生管理に対する意識の向上が図られます。  

・大がかりな設備投資をしな＜ても、衛生管理の水準を高めることができます。  

・自主衛生管理の取組みに対する姿勢、努力を、消費者等に広くアピールできます。  

（認証製品へのマークの季示、ホームページによる情報の公開など）   

○消費者の皆さんにとって  

・製造、加工施設の衛生水準が向上するので、食中毒などの食品事故に遭うリスクが低減しま   

す。  

・認証を受けた食品関係営業者等の名称、施設、対象食品が公表されるので、購入する食品や   

利用する店舗の選択に役立ちます。  

評価基準捗   

北海道が独自に作成した「評価調書」による評価・審査の結果、1～8までの評価段階のうら  

段階7以上と認められたものが認証されます。  

認証・評価  評価段階  内  容   

の主体  

登録評価機関  

評言正審査会   

6  ☆☆☆   HACCPに基づいた自主管理に取り組んでいます。  

保 健 所           ☆☆   HACCPに基づいた自主管理に取り組み始めました。   

（希望により    ☆   自主管理ができておりHACCPに基づいた取り組みが可能です。   

評価を実施）  自主管理に積極的に取り組んでいます。  

1′〉2：  自主管理に取り組み始めました。  

もう少し努力しましょう。   

01～8までの評価段階のうら段階6までは、「HACCPに基づく衛生管理導入評価事業」によ   

り、保健所に評価を申請し、評価証の交付を受けることができます。   

○評価調書は、施設の衛生管理の現状の把握や、レベルアップのための目標の設定にとても有   

用です。   

具体的に目標を定め、1段階ずつの確実なステップアップを図り、HACCp自主衛生管理認証   

の取得を目指して取り組みましょう。   



認証蓉誓詞流祝  
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⑦．マーク朗■傭中書   

（北海道食品衛生課へ）   

こ  

＃生t理の改■／＃騨■の申譜  

製造工程など、＃生響理に影書を及ぼす内書をま王す計場合に随時申請   

※の手続きについては、手数料の納付が必要となります。   

① あなたの営業施設の構造設備の状況や食品等の取扱いに関する衛生管理方法について、評価調書を  

用いて自分でチェックします。  

② 自己採点で段階7以上になったら、登録評価機関に評価・認証を申請します。  

申請は、「北海道HACCP自主衛生管理認証申請暮」及び添付暮類の提出により行います。  

申請には、手数料が必要となります。  

③ 登録評価機関が暮類審査、営業施設の実地調査を行います。  

④ 登録評価機関による実地調査で、評価段階7以上が確定したら、登録評価機関は認証審査会事務局  

に審査を依頼します。  

⑤ 認証審査会における審査の結果、基準に達していると認められた場合は、認証が決定されます。  

⑥ 認証審査会事務局から認証暮が交付されます。認証の有効期間は3年間です。  

（∋ 認証を受けた対象食品には、北海道への使用許諾申請により、認証マークを表示することができます。  

また、認証を受けた施設の名称等は、北海道食品衛生課のホームページに掲載し、広く道民等に周  

知します  

⑧、⑨ 認証の更新申請（認証の有効期間満了の3ケ月前から行う申請）及び変更申請（製造工程や衛  

生管理方法などの変更に係る申請）は、上記の流れと同様に進められます。  

☆ 認証を受けた食品関係営業者等は、1年ごとに、評価調暮を用いた自己採点を行い、最初に評価を  

受けた登録評価機関に自己評価調暮を提出しなければなりません。  

評価調雷による自己評価を常に行い、継続的に衛生水準の維持向上に取り組みましょう！   



北海道保健福祉部保健医ホ局食品衛生課  

〒060－8588 札幌市中央区北3条西6丁目  

TEL Oll－204－5261  
FAX Oll－232－2013  
URL 加p：〟w．pre仙okkaido．1gjpnlgShe／index   



食品に関するリスクコミュニケーション（6月27日：札幌市）に参加いただいた皆様へ   

平素より食の安全に関する行政にご協力をいただき誠にありがとうございます。   

今後のリスクコミュニケーションをより実りある形で実施していくために、本日のリスクコミュニ  

ケーション等に関するアンケート調査にご協力をお願いします。   
アンケートはリスクコミュニケーション終了後、受付に置いている回収ボックスにご提出願います。  

1）男性  2）女性  

1）～19歳  2）20歳代  3）30歳代 4）40歳代  5）50歳代  6）60歳代  7）70歳～  

り消費者（団体を含む）2）生産者  3）製造・加工業   4）流通・販売業  5）報道関係者  

6）行政関係者（独法含む）   7）その他（  

1）食品の安全性の問題に関心があるため  

2）国における食品安全確保に関する取組を知るため  

3）食中毒予防対策について知るため  

4）パネリストや参加者の意見を聴くため  

5）意見・要望を述べるため  

6）その他（  

1）新聞（掲載紙  

2）ラジオ  

3）雑誌、情報誌、自治体広報紙等（掲載誌  

4）ポスター又はちらし（掲載場所又は入手先  

5）ホームページ  

6）所属団体からの連絡  

7）その他（自由記述  

1）できた 2）おおむねできた 3）あまりできなかった 4）できなかった  

1）用語など内容が理解しにくい。  
2）説明資料が見にくい  

3）説明が聞き取りにくい  

4）自分が理解していることとは異なる説明である  

5）その他（自由記述  

1）できた 2）おおむねできた 3）あまりできなかった 4）できなかった  

1）用語など発言の内容が理解しにくい。  

2）発言が聞き取りにくい  

3）その他（自由記述   



1） 知っていた 2）少し知っていた 3）知らなかった  

1） 理解が深まった 2）変化なし 3）わからなくなった  

1） 知っていた 2）少し知っていた 3）知らなかった  

1）理解が深まった 2）変化なし 3）わからなくなった  

1）とても思う 2）まあまあ思う 3）あまり思わない 4）ほとんど思わない  

1）あった 2）なかった  

1）できた 2）おおむねできた 3）あまりできなかった 4）できなかった  

1）そのような見解に立つことが信じられない  

2）そのような見解に立つ理由が述べられていなかった  

3）その他（自由記述  

1）良かったと思う点  

2）改善すべきと思う点  

ご協力ありがとうございました。   




